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呼 吸 機 能 障 害 に ア プ ロ ー チ し た 筋 機 能 習 癖 の 改 善 
Myosa? 装 置 は 気 道 を 開 き 、 口 呼 吸 を 調 節 す る と と も に 、 
上 気 道 虚 脱 の 筋 機 能 的 原 因 を 是 正 し ま す 。 

小 児 用 Myosae 
行 動 、 学 習 、 成 長 発 育 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 睡 眠 呼 吸 障 害 を 改 
口 呼 吸 / い び き / 認 知 発 達 低 下 / 行 動 問 題 ノ ADH 

成 人 用 Myosae TMJBDS** 
“TMJBDS:Temporo-Mandibular Joint, Breathing & Disordered Sleep 

機 能 的 気 道 の 確 立 と 、 顎 関 節 障 害 を 含 む 睡 眠 呼 吸 障 害 の 是 正 
呼 吸 機 能 障 害 / 口 呼 吸 / い び き / 顎 関 節 
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Myosa* for Chi 
小 児 の 睡 眠 呼 吸 障 害 

小 児 用 Myosa“ と は 
睡 眠 呼 吸 障 害 (BDS) は 幼 少 期 に 始 ま り ま す 。 未 治 療 の 
ま ま 放 置 す る と さ ま ざ ま な 障 害 に 至 り ま す 。 睡 眠 時 無 呼 吸 
(OSA) に 進 行 す る こ と も あ り 、 行 動 、 学 習 、 成 長 発 育 に 
悪 影 響 を 及 ぼ し ま す 。 こ れ ら の 健 康 問 題 は 成 人 に な っ て 
も 持 続 し 、 悪 化 し 続 け ま す 。 

` 遵 幻 な 頑 取 顔 面 と 気 遮 の 発 育 の 可 能 柴 を 暗 大 展 に 発 
翠 さ せ る た め な は 、 終 締 的 な 白 戻 炙 の 碇 立 を 昂 終 月 無 と 
す べ き で あ る 

最 近 の 研 究 は 多 数 の 子 ど も に 何 ら か の BDS が あ る こ と を 
示 し て い ま す が ⑯、 実 際 は そ れ よ り さ ら に 多 い 可 能 性 が 

あ り ま す ず 。 文 献 で 各 分 野 か ら の エ ピ デ ン ス が 増 え る 中 、 
容 易 に 実 施 で き 、 治 療 の 需 要 を 満 た せ る 治 療 手 順 に 目 を 
向 け な け れ ば な り ま せ ん 。 こ れ ら の 患 者 の 治 療 と 管 理 の 

調 整 に は 歯 科 扁 師 が 中 心 的 役 割 を 果 た し ま す 。 

小 児 用 Myosa“ の 作 用 機 序 
MRC の 革 新 的 な 小 児 用 Myosg“ 装 置 は 筋 機 能 習 癖 や 
呼 吸 機 能 障 害 な ど の 原 因 に 働 き か け る こ と に よ り BDS を 

治 療 し ま す 。 

こ れ ら の 装 置 は 気 道 を 開 き 、 舌 位 を 改 善 し 、 口 唇 閉 鎖 を 確 

立 し 、 口 呼 吸 を 許 容 し な が ら 鼻 呼 吸 へ の 移 行 を 助 け る よ う 
に 作 ら れ て い ま す 。 装 置 の ベ ー ス は ⑤mm 厚 で 、 下 顎 を 前 方 
に 位 置 付 け 、 上 気 道 を 開 き ま す 。 

esxe 14 Torre C, Guilleminault C.. Pediatr (R 
eu AR, et ol J Pedlat 

口 呼 吸 vs 正 常 な 鼻 呼 吸 

口 呼 吸 は 異 常 で あ り 、 睡 眠 呼 吸 障 害 
(BDS) の 原 因 の ー つ で す 。 

口 か ら 呼 吸 を し て い る と 、 顎 は 前 方 
に 発 育 し ま せ ん 。 通 常 、BDS の あ る 

成 人 は 顔 が 劣 成 長 で あ り 、 舌 や 下 顎 
が 気 道 を 狭 め て い ま す , そ こ で 、 下 顎 , ! 
と 舌 が 前 方 位 に 保 た れ 、 気 道 が 開 く T A 
よ う に 、 前 方 へ の 発 育 を 促 し 、 常 に 鼻 
か ら 正 し く 呼 吸 す る こ と を 再 学 習 す る 

こ と が 大 切 で す 。 

201894(2)101-103. 15, De. 
Y884(5)467-70. 17, Lewrini L. 

口 呼 吸 ' 
侑 位 舌 

( 不 正 な 成 長 ) 

Myosa? 治 療 手 順 に 従 っ て 使 用 す れ ば 、 容 易 に 実 施 で き 
る 装 置 で あ り 、BDS 小 児 患 者 の 管 理 と 治 療 に 効 果 的 な こ 

と が 示 さ れ て い ま す !⑦。 ま た 、MRC の 筋 機 能 矯 正 治 療 シ ス 
テ ム ( ん Myobrace() ヘ ス ム ー ズ に 移 行 す る こ と が で き ま す 。 

小 児 用 Myosq“ は BDS の 要 四 で あ る 筋 機 能 習 癖 を 治 疱 し ま す 。 
苛 し く な い よ う に 多 少 の 口 呼 君 を 許 容 し な が ら 、 正 し い 鼻 呼 吾 を 促 し ま す 。 

装 着 中 は ⑤mm 屋 の ペ ー ス が 気 道 を 開 さ ま す 。 

VA. et al Braz J Oto 
atr Dent, 2018: 

2006 72(8)3949. 

鼻 呼 吸 
挙 上 さ れ た 舌 位 
( 正 し い 成 長 )



小 児 用 Myosae 

萬 勾 繝 此 の 助 た 必 ず 炉 妙 を 是 此 す ぐ べ ぐ き で す 。 Myosag“ プ ロ グ ラ ム 

な 、Myob ら race “ 治 療 の 助 た 、 爛 脈 的 な 気 道 の 磐 立 、 戻 妓 厚 家 の 昼 此 、 瞞 戻 妻 

の 磐 立 た 親 子 が 葉 宋 し て 放 り 紺 む と こ と を 史 膏 た し ま み 

Myosae 治 療 の 適 応 : 

・ 慶 性 的 な 口 呼 吸 と 口 唇 閉 鎖 不 全 ・ 筋 機 能 矯 正 評 価 *(MOE) の 呼 吸 項 目 が 陽 性 

・ い ぴ き 、 そ の 他 の BDS の 問 題 (MOE* 所 見 ) ・ ペ ー ス ( 呼 吸 ア ク テ ィ ビ ピ テ ィ ) で ⑳ 歩 未 満 

・ 完 全 閉 塞 で は な い 重 度 の 気 道 閉 塞 ・ 親 が 耳 鼻 咽 喉 科 の 手 術 や ス テ ロ イ ド 吸 入 を 拒 否 

O BOBE B3R 主 な 利 点 : 
J ' ・ 既 製 、 話 適 不 要 
R ・ ソ フ ト で 柔 ら か く 、 装 着 感 が 
& タ ン タ グ 舌 を 前 上 方 の m 
正 し い 位 置 に 誘 導 MYoOSA FoR ER ・ 下 顎 を 移 動 し 気 道 を 開 い て 

O タ ン エ レ ベ ー タ ー 舌 を 気 流 を 改 善 す る 
正 し い 位 置 に 保 持 ・ 口 呼 吸 を 調 節 し 鼻 呼 吸 を 

O エ ア ー ス プ リ ン ク グ ペ ー ス 、 促 す 
TR RA'REU I ・ 正 し い 舌 位 の 確 立 を 助 け る 

⑨ 下 顎 の 前 方 移 動 気 道 閉 塞 ・ エ ア ー ス プ リ ン グ ベ ー ス が 
を 軽 減 気 道 を 開 き 、 顎 関 節 に も 優 し い 

MYOSA` FOR KIDS 装 罠 斧 m 団 

o oS ee s FORIDS o1 
乳 歯 列 期 

«
 

e 複 目 ( L 
M 団 ( お ) m 団 ( お 

ル yosg for Juniors は ② 歳 一 ⑥ 歳 児 用 の S サ イ ズ Myosa' for Kids は ⑥ 歳 ⑫ 歳 児 用 の M サ イ ズ 

の 装 置 で す 。 の 装 置 で す 。 

乳 歯 列 期 の BDS の 原 囚 治 療 に 理 想 的 、 下 顎 の 位 置 を 是 正 し 混 合 歯 列 期 の BDS の 沼 療 に 理 想 的 で 、 下 顔 の 位 置 を 是 正 
て 気 道 を 開 き 、 呼 吸 を 調 節 し 、 上 顎 に 舌 を 挙 上 す る こ と に よ り 効 し て 気 道 を 開 き 、 呼 吸 を 調 節 し 、 上 頸 に 舌 を 挙 上 す る こ と に よ り 
果 を 発 揶 し ま す 。 鼻 呼 吸 が 確 立 し て か ら Myobracew K① に 進 み 効 果 を 発 揃 し ま す 。 鼻 呼 吸 が 確 立 し て か ら Myobracew K① に 進 
ま す 。 み ま す 。 

フ ル ー と ピ ン ク の ② 口 が あ り ま み ブ ル ー と ピ ン ク の ② が あ り ま み 。
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フ ル ー と ピ ン ク の 
② ら が あ り ま み 

Myosa" for Juniors は 第 一 段 階 の 装 置 で 、 呼 吸 機 能 
障 害 と 筋 機 能 習 癖 の 是 正 を 開 始 し ま す 。 

マ 
MYOBRACE" FOR KIDS - 
SMALL 
② 歳 - ⑥ 歳 | 混 合 歯 列 期 

プ ル ー と ピ ン ク の 
② ら が あ り ま み 。 

Myobrace® K1 small は 、 鼻 呼 吸 を 確 立 し 春 癖 を 是 正 
す す る た め に 乳 歯 列 期 の Myosg“ 治 療 の 最 終 段 階 で 用 い る 
筋 機 能 煌 正 装 置 で す 。 
そ の 後 に Myobrace“ 治 療 を 開 始 し ま す 。 
(Myobrace“ カ タ ロ グ 参 煌 ) 

ブ ル ー と ピ ン ク の 
② 口 が あ り ま ず 。 

Myosa® for Kids は 第 一 段 階 の 装 置 で 、 呼 吸 機 能 障 害 
と 筋 機 能 晋 癖 の 是 正 を 開 始 し ま す 。 

V 

MYOBRACE" FOR KIDS - 
MEDIUM 

Iy 
⑥ 歳 -①② 歳 | 乳 歯 列 期 

プ ル ー と ピ ン ク の 
② ら が あ り ま み 

ん obrace“ K1 medium は 、 鼻 呼 吸 を 確 立 し 春 癖 を 
是 正 す る た め に 混 合 歯 列 期 の Myosae 治 療 の 最 終 段 階 で 
用 い る 筋 機 能 矯 正 装 置 で す 。 こ の 後 に Myobrace“ 治 療 
を 開 始 し ま す ( ん yobrace“ カ タ ロ グ 参 照 )。 

治 療 期 間 を 通 し て 用 い る 補 助 装 置 

T 
Myotalea® TLJ 

TLJ は 、 舌 、 口 言 、 顕 . の ど の 筋 内 を 強 化 す る 筋 機 腐 
エ ク サ サ イ ズ 装 直 で む 。 

※TLJ は 、Myotalear 商 品 案 内 を ご 覧 く だ さ い 

Myolay™ 

A の ola“ は 気 道 を 開 き 下 顔 を 前 方 に 出 す と 
を 主 な 目 的 と す る コ ン ポ ジ ッ ト 築 逢 法 で す 。 
o⑧y“ は 下 頭 乳 臼 止 に 罪 き ま す 。 

Myosa' 婦 置 は 昼 呂 ⑦ 時 呂 と 荒 瘤 中 に 萌 用 し ま す 。



TMJBDS' 
FOR TMJ, BREATHING 
& DISORDERED SLEEP 

TMJBDS" と は 
顎 関 節 (TMJ) 機 能 障 害 は 、 外 傷 や 病 変 な ど 多 く の 問 題 に よ り 
起 こ り ま す が 、TMJ の 問 題 の 大 半 は 口 呼 吸 と 筋 機 能 悪 習 癖 を 

伴 い ま す 。 こ の た め 、 頻 関 節 症 の 治 療 に は 気 道 と 悪 習 癖 の 是 
正 を 含 め な け れ ば な り ま せ ん 。 多 く の 従 来 の 治 療 法 は こ の 点 
を 見 落 と し て い る た め 、 顎 関 節 症 を 抱 え る 人 々 は 適 切 な 改 善 
方 法 が 見 つ か ら ず 症 状 と 生 涯 付 き 合 う よ う に な り ま す が 、 頸 
関 節 症 や 呼 吸 機 能 障 害 か ら く る さ ま ざ ま な 症 状 に よ り 一 履 複 
雑 に な り ま す 。MRC は 、 呼 吸 機 能 障 害 を 改 善 し な が ら 、 顎 関 
節 症 に 関 連 す る 筋 機 能 要 因 に 同 時 に 働 き か け る ⑦MJUBDS* 

装 置 シ リ ー ズ を 開 発 し ま し た 。 こ の ア プ ロ ー チ は 、Teeth( 歯 ) 
、Muscles( 筋 肉 )、Joint ( 頻 関 節 ) 、 睡 眠 呼 吸 障 害 (BDS) に 
重 点 を 置 い て い る こ と か ら 、⑦ ん UBOS` と い う 略 称 を 用 い て い 
ま す 。 

TMD 装 置 や ⑦MUBOS* Myolay“( コ ン ポ ジ ッ ト 築 造 ) な ど の 
祷 助 装 置 や 手 技 は 、 気 道 を 開 き 顎 関 節 を 除 圧 す る こ と に よ り 
治 療 を 助 け る 目 的 で 使 用 さ れ ま す 。⑦MJBOS“ 治 療 手 順 と 
併 用 す れ ば 、Myosgf for ⑦ か UBOS“ シ リ ー ズ は 、 顎 関 節 症 や 
BDS の 問 題 を 抱 え る 成 人 に お い て 容 易 に 実 施 可 能 な 管 理 ・ 
治 療 シ ス テ ム で す 。 こ の シ ス テ ム を 用 い て 根 本 原 因 に 働 き か け 

る こ と に よ り 、 頻 関 節 症 と BDS の 治 療 を 簡 素 化 し 、 予 知 性 を 上 
げ る こ と が で き ま す 。 

顎 関 節 (TMJ) 

TMJ は 、 下 顎 骨 と 側 頭 骨 を 連 結 し て い る 関 節 で 、 咀 嘴 、 

会 話 、 嘴 下 の 度 に 動 き ま す 。 こ の た め 、 体 の 中 で も 最 も 多 
用 さ れ る 関 節 の ー つ で す 。 

正 帖 な 顆 閤 笠 (TMJ) 

O 高 い 佐 面 - 高 い 保 拾 カ を 振 供 

&O 君 mRh - 気 逢 を 閉 き 、 
口 向和 詞 節 

&O タ ン タ グ - 舌 を 前 上 カ の 正 し い 
位 直 に 謀 導 

O タ ン エ レ ベ ー タ ー - 舌 を 正 し い 
位 団 に 保 持 

⑨ エ ア ー ス フ リ ン グ ペ ー ス - 
顕 閃 異 を 徐 々 に 限 広 し 気 道 を 開 く 

⑨ 下 頬 の 前 方 彦 助 - 気 道 戻 報 縄 湯 

TMJBDS" 装 置 の 作 用 機 序 
Myosa® for ⑦MUBOS 装 置 は 、 装 着 時 に 気 道 を 開 き 、 口 
呼 吸 を コ ン ト ロ ー ル し ま す 。 こ の 装 置 は 柔 軟 な 側 面 と 特 許 を 
取 得 し た A Spring Core“ が TMJ に 優 し く 、 顎 関 節 症 や 歯 
ぎ し り の あ る 人 々 に 適 し て い ま す 。 筋 機 能 習 癖 の 是 正 と 同 時 に 
こ れ ら の 効 果 が す べ て 達 成 さ れ ま す 。 

呼 吸 機 能 障 害 は 口 呼 吸 だ け で は な い こ と を 認 識 す る こ と が 
大 切 で す 。Myosg“ 装 置 は 過 呼 吸 を 軽 滅 し 、 エ ク サ サ イ ズ を 
す る こ と で 腹 式 呼 吸 を 促 す よ う 設 計 さ れ て い ま す 。 

H 'TM TE The TMJ Appliance 監 

8 g 
APPLIANCE 



成 人 用 Myosae 

S ス テ ー ジ ① 成 型 不 要 
口 呼 吸 者 用 

再 高 の 焚 適 岡 
HETE 

し と ーー \ 
iAWA _ > & 

Myosa" for TMJBDS"* ⑤⑦ は 医 療 用 シ リ コ ン 製 で 、 重 度 の 呼 吾 
機 能 障 害 の 患 者 用 に 設 計 さ れ て い ま す , 下 顔 を 前 方 に 位 置 付 け 、 
咬 合 を 挙 上 す る こ と で 気 道 を 開 く 効 果 が 得 ら れ ま す 。 さ ら に 、 
呪 呂 を 調 節 す る ④ つ の 呼 吸 孔 が あ り ま す 。 ま た 、 頻 関 節 へ の ク ッ シ 
ョ ン と な る A/ Spring Cor@ が あ り ま 椅 軟 性 が 高 く 、 筋 機 脈 
の 変 化 を 許 容 す る こ と か ら 、 こ の 段 階 で は 成 型 タ イ ブ よ り 好 ま し い 

と 言 え ま す 。 

mmmD 
Rm( 

ス テ ー ジ ② 成 型 不 要 s 
SZ 鼻 呼 吸 獲 得 過 程 に あ る 方 用 再 高 の 烏 適 根 

WI CE) 
Rm( 

Ayosg` for TMJBDS"* ⑤② は 医 療 用 シ リ コ ン 製 で 鼻 呼 吸 獲 得 
過 程 に あ る 患 者 、 ま た は 、S① 装 置 か ら 治 療 が 一 段 階 進 ん だ 患 者 用 に 
設 計 さ れ て い ま す 。⑤② は 、 下 顎 を 前 方 に 出 し 、 咬 合 を 挙 上 す る こ と 

に よ り 気 道 を 開 い て 効 果 を 発 揶 し ま す 。S② 前 部 の 小 さ い 呼 吸 孔 が 
さ ら な る 鼻 呼 呂 を 促 し 、 呼 呂 調 節 を 最 適 化 し ま す 。 
S② が 昼 問 装 着 用 の 標 準 装 置 で す 。 

53 ス テ ー ジ ③ 成 型 不 要 
鼻 呼 吸 獲 得 し た 方 用 

- â .â;âj 

Myosa* for TMJBDS* ⑤③ は Myos ず 治 療 の 段 階 を 経 て 口 呼 

吾 を 大 よ そ 是 正 で き た 患 者 用 に 設 計 さ れ て い ま す 。 S③ は 咬 合 挙 上 
量 を 少 な く す る た め に ベ ー ス を 薄 く し 、 正 常 な 頸 位 と 開 口 量 へ の 
移 行 を 助 け ま す 。⑧③ は 鼻 呼 吸 が 確 立 さ れ ⑦MJBDS“ の 急 性 症 状 
が 大 幅 に 緩 和 し て か ら 使 用 し ま す 。 

— — 

ス テ ー ジ ① 成 型 タ イ プ 
口 呼 吸 者 用 

規 高 の 孟 痔 カ 
ク ベタ ム ラ ァ ッ ト 

雛閘り~賽 

Mimm ゎ 
W (&) 

Myosa® for TMJBDS* S1 成 型 タ イ プ (S①M) は カ ス タ ム フ ィ 
ッ ト を 促 す た め に 軟 質 の 外 履 と 硬 質 の イ ン コ ア か ら 成 る 一 重 成 型 

技 術 で 製 造 さ れ て い ま す 。S①M は 、 重 度 の 呼 君 機 能 障 害 が あ り 、 
成 型 不 要 な ら ① を 夜 間 口 腔 内 に 保 持 で き な い 患 者 専 用 で す 。 
S① 成 型 タ イ プ は 適 合 と 保 持 力 を 最 適 化 し な が ら 口 呼 吸 の 調 節 を 
可 能 に し ま す 。 イ ン サ ー ト カ ー ド に 成 型 の 手 順 が 示 さ れ て い ま す 。 

夜 間 睡 眞 時 の 標 準 装 置 で す 。 

ス テ ー ジ ② 成 型 タ イ プ 
鼻 呼 吸 獲 得 遇 程 に あ る 方 用 

規 高 の 孫 痔 カ 
が 知 フ ッ ト 

BB (1) 
EE①S 

Myosa' for TMJBDS' S2 成 型 タ イ プ (S②M) は カ ス タ ム フ ィ ッ ト 

を 促 す た め に 軟 質 の 外 曇 と 硬 質 の イ ン コ ア か ら 成 る 一 重 成 型 技 術 
で 製 造 さ れ て い ま す 息 ど め 時 間 (BHT) が ③0 秋 を 起 え る ま で 改 
善 し 、 成 型 不 要 な ら ① を 夜 間 保 持 で き る も の の 、 成 型 不 要 な ⑤② を 
夜 間 保 持 す る の が 囲 難 な 患 者 用 の 装 置 で す 。S②M は 適 合 と 保 持 

力 を 改 善 し な が ら 初 期 段 階 に お け る 鼻 呼 吾 へ の 移 行 助 け ま す 。 
イ ン サ ー ト カ ー ド に 成 型 手 順 が 示 さ れ て い ま す 。 

GTMD 
設 計 上 の 特 徴 成 型 タ イ プ 

①. 農 呼 EAD 侵 ⑨0K し た ① 最 適 な フ ィ ッ ト 感 
MHEDERENTEE, 

2. BOTRATR 
も Ss。 ① 

③ 定 W イ ン コ ア 、 
に よ る タ イ ト フ ィ ッ ト 。 ④ 

4. エ ア ロ フ ォ イ ル の 陳 X 
k よ る RINN。 ② 

e , = 

で ー Zo = 
The Myosg TMD は 、 頻 関 節 の 変 性 が レ ベ ル ④ ま た は ⑤ ま で 

進 行 し た 患 者 を 対 象 と し た 、 個 別 化 で き る 成 型 可 能 な 装 置 で す 。 
TMJBDS * 装 置 装 着 時 以 外 は 昼 問 を 通 し て 装 着 し 、 常 に 頻 関 節 
を 除 圧 し て 治 癒 を 促 し ま す 。 咀 嘴 や 会 話 に ほ と ん ど 支 障 が な い 

よ う に 設 計 さ れ て い ま す 。
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ス テ ー ジ ① ス テ ー ジ ① 
SI 成 型 不 要 SーM 成 型 タ イ プ 

mmo P 

⑳ 

S① と S①M は BHT が ⑳ 秒 以 下 の 場 合 に 治 療 の 第 ① 段 階 に 

用 い ま ず 。 成 型 不 要 な S① は 最 適 な 装 着 感 を 提 供 し 、 成 型 可 能 な 
S①M は 保 持 力 を 最 大 限 に 高 め ま す 。 

理 想 的 な 顎 関 係 に 位 置 付 け 、 
頭 関 節 を 除 圧 す る た め の 
コ ン ポ ジ ッ ト 築 造 法 で す 。 

304 - e Nu “ 
EN v =g ス テ ー ジ ② ス テ ー ジ ② 

S 成 垢 不 要 s2 M ② ッ ク 傳TMD 
¢ í” d 
(S o (Bea s r 蝿, 丿 顧 w 

En ① Z = 4 

E ` シ 5 = ; m — 

: U — 
= S② と S②M は BHT が ③0 秒 以 上 に な っ て か ら 第 ② 段 階 の 治 療 に 

用 い ま あ 成 型 不 要 の ⑤② は 最 適 な 装 着 感 を 提 供 し 、 成 型 可 能 な 昼 夜 縛 続 的 に 頻 関 節 の 除 圧 を 
S②M は 保 持 力 を 最 大 限 に 高 め ま す 。 必 要 と す る 患 者 用 の 成 型 可 能 な 

装 置 で す 。 

40 v 
ス テ ー ジ ③ _ S3 2 ー 

BHT が ④0 秋 以 上 で 導 入 : Gelb ス プ リ ン ト 

っ - ・Farrar ス プ リ ン ト 

M * Myosa* ⑦MD %8 
— 

* =4 関 節 包 内 の 頸 関 節 変 性 が 進 行 
し た 症 例 に 用 い ま す 。 

詳 し い 情 報 は MRC コ ー ス に ⑤③ は BHT が ④0 秒 以 上 に な っ て か ら 第 ③ 段 階 の 治 療 に 用 い ま 
“ , EO ON で 参 加 く だ さ い 。 成 型 不 要 の ⑤③ は 鼻 呼 吸 を 獲 得 し た 患 者 に 最 適 な 装 着 感 と 
保 持 カ を 提 供 し ま す 。 

Mimgmte.mmt mimmmbmmt 

節 症 の 症 状 を 示 さ な い 歯 ぎ し り の 患 者 に 最 適 な Myosaw TGH は 、 最 適 な 保 持 カ 提 依 す る 一 重 成 型 技 術 と よ 
さ れ て い ま ⑨ 柔 駄 な 単 局 の 装 置 口 の サ イ ズ 

に か か わ ら ず 快 適 に フ ィ ッ ト し 、 匯 眠 時 の 口 腎 周 困 の 筋 緊 張 の 
軽 減 を 功 け ま す 。 容 易 に 成 型 可 能 な TG は 、 夜 間 の み な ら ず . 昼 間 位 や 前 方 位 で 成 型 し て 用 い る こ と も で き ま み 夜 間 の み の 使 用 
の 歯 ぎ し り が 閾 題 な ら ば 、 日 中 の 装 着 も 望 ま れ ま ず 。 

備 詞 断 に も 使 用 で き ま す 。 

姜 置 な 昼 呑 ⑦ 時 呂 と 就 瘡 宇 た 焚 用 し ま み 。


